
 資料２  

  杉並区におけるいじめの防止対策等の取組について 

平成３０年６月１８日 済美教育センター 

 各学校の主な取組 主な実績 教育委員会の主な取組 主な実績 

１  

いじめ防止基本

方針 

○いじめ防止対策推進法第 13 条に基づく基本

方針は平成 26 年度に全学校で策定し、校内

委員会を整備 

○教育委員会の改定を踏まえ平成 29 年９月に

改定 

○各学校ホームページ

等で公表 

○いじめの防止対策推進法第 12 条に基づく基本方針は 平成 27 年度

に策定 

○平成 29 年３月に国が「いじめの防止等のための基本的な方針」を改

定、「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」を策定したこ

とを踏まえ、平成 29 年９月に改定 

○教育委員会ホームページ等で公表 

 

２  

いじめ未然防止

等の取組 

○道徳教育や人権教育など、学校の教育活動全

体を通して、全ての児童・生徒に「いじめは

絶対に許されない。」との理解を促すととも

に、豊かな情操や道徳心等を育成 

○家庭や地域の方々が児童・生徒と共に参加す

る道徳授業地区公開講座やセーフティ教室

を通して社会全体で、いじめ問題に取り組む

気運等を醸成 

○各学校で年間指導計 

画等に基づき実施   

○いじめ対応マニュアルを策定し、各学校の全教職員に配するととも

に、研修等を通して徹底 

○平成 29 年９月の基本方針改定を受け、いじめ対応マニュアルも改定 

○平成 30 年度「すぎなみ小・中学生未来サミット」 

・日 時：平成 30 年７月 28 日（土）9:40～12:35 

・テーマ：「明日も行きたくなる学校」 

・いじめ問題への取組を含む学校生活をよりよくする児童・生徒の自主

的・主体的な取組を支援 

＜概要＞小中一貫教育に取り組む全小中連携校（23 グループ）の代表児童・生徒

によるポスターセッション後、連携校６グループの代表生徒によるパネルディ

スカッションを実施 

＜参考＞平成 29 年度 

     テーマ「明るい学校づくりをするためには」 

     参加者数 604 名（小・中学生 213 名を含む） 

 

 

 

 

○毎年７月に開催 

※従来の「杉並中学生生徒会サミット」

を平成 28 年度から小学生を交えた

事業に発展 

３  

いじめ早期発見 

○教職員等による児童・生徒のきめ細かな観察

の徹底 

○児童・生徒に対して年３回のいじめアンケー

トを実施 

○児童・生徒に対する相談窓口の周知と家庭と

の連携推進 

○「SOS の出し方に関する教育」の推進 

 

○各学校のいじめアン 

ケートは、６月、11

月、２月に実施 

○平成 25 年度から全小中学校にスクールカウンセラーを配置 

○区独自のいじめ電話相談窓口として、平成 25 年度から「すぎなみい

じめ電話レスキュー」を運用 

○区独自のインターネットによる相談窓口として、平成 27 年度から「す

ぎなみネットでトラブル解決支援システム」を運用 

＜主な機能＞メール相談、トラブル解決Ｑ＆Ａ、トラブル未然防止の情報提供 

○いじめ電話レスキュー対応件数 
平成 25 年度 27 件 

平成 26 年度 44 件 

平成 27 年度 41 件 

平成 28 年度 56 件 

平成 29 年度 49 件 

○ネットでトラブル解決支援システム

ダウンロード件数（累計） 
平成 27 年度 442 件 

平成 28 年度 1005 件 

平成 29 年度 1383 件 
 

４  

いじめ事案対処

の取組 

○いじめ（疑いがある場合も含む）を認知した

際の対応 

①管理職への報告 

②校内委員会の開催 

③事実確認及び組織的対応 

④経過観察      

○適宜、教育委員会と連携して対応 

○区立小中学校におけ

るいじめの認知件数

及び解消件数等は、

資料２のとおり 

○平成 19 年度から済美教育センターに教育 SAT（スクール・アシスト・

チーム）を編成し、いじめ問題を含む、事件・事故の際の対応相談や

出張対応などにより、学校の取組を支援 

※教育 SAT は、指導主事、元校長、スクールソーシャルワーカーで等で編成 

○いじめの被害者及び加害者に対し、必要に応じて、関係機関との連携

やスクールソーシャルワーカー等の専門職の派遣な等を通して、心の

ケアを実施 

○教育 SAT の対応実績 
平成 26 年度 25 件 

平成 27 年度 23 件 

平成 28 年度 27 件 

平成 29 年度 23 件 
 

 


